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＊ 東京大学星学助教授「団琢磨」ついて（東京天文台 100 周年記念誌資料） 

アーカイブ室新聞第 353 号（2010 年 6 月 21 日）「東京天文台 100 周年記念誌作成時の資

料－その３－」のリストの中に 

30．佐藤利男氏から広瀬さんに送られた男爵団琢磨伝上（昭和 13 年）のコピー 

というものがある。この実際のものを手にしてみると、佐藤氏の手紙のあて名は斉藤先

生（斉藤国治）宛になっている（写真 1）。 

    

              写真 1 佐藤利男氏の手紙 

佐藤利男氏は明治期の天文学史を研究されている在野の方で、斉藤国治氏と懇意にされ

ていた。斉藤国治氏が日本天文学会理事長をされていた時、筆者が庶務理事をしていたこ

ともあり、佐藤利男氏と話す機会が多くなった。この手紙は 1979年 6月に書かれたもので、

東京天文台 100 周年は 1978 年であったから、すでに 100 周年記念誌は発行された後のこ

とで、記念誌には団琢磨の名は出てこないと書かれている。この手紙のそえられた資料が

「男爵団琢磨伝上」の第 15 章「東京大学助教授」コピーである。 

団琢磨は、東京大学助教授として東京天文台が東京大学天象台と言っていた頃、星学を

担当したことがあるのである。 

アーカイブ室新聞第 361 号（2010 年 7 月 12 日）に「寺尾寿に東京大学を追われ、三井

財閥の総帥になった団琢磨」という記事で、この資料を基にした記事はすでに書かれてい

るが、その資料を掲載しておきたい。この資料では教授、講師、助教授（奏）、助教授（判）、

准講師、准助教授という序列で出て来ることも興味深い。助教授（奏）というのは「奏任

助教授」のことで、助教授（判）は「判任官助教授」のことであろう。また、「第 3 学年に

おいて赤道儀の観測及び移算、分光鏡及び光線計の使用、卯酉儀の緯度測定をシャウプネ

ーの著書を参考にし」という記述があり、筆者が卯酉儀と呼ばれた望遠鏡を使っていたこ

ともあり、非常に興味深いのである。 



 

 



 

 
 



       
 この項の最後のページに寺尾寿が団琢磨を大学から追い出したから、三井財閥の総帥に

まで栄達したと書かれ、団の恩人であるという記述がある。 

これらアーカイブ新聞の記事にお気づきのことがあれば、編集者中桐にご連絡いただけ

れば幸いです。中桐のメールアドレスは、arcnaoj@pub.mtk.nao.ac.jp 

 


